研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　青南病院　　　　　　職　種　　作業療法士　　　氏　名　　下舘　静香

	期　　間　　平成19年　２月　９日

	出張目的　　岩手ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院　平成19年度実習指導者会議参加

	出 張 先　　ホテル東日本（岩手県盛岡市）

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【会議流れ】

· 資料説明

· 講演『ゆとりと“ゆとり”と真のゆとり』（岩手大学教育学部　教授　武田晃二先生）

· 平成19年度臨床実習打ち合わせ

　　　①教員挨拶　②25期生挨拶　③平成17年度国家試験状況　④24期生・25期生就職状況

　　　⑤資料説明　⑥臨床実習ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ　⑦全体討議

· 学生面談

【会議内容】

◎国家試験状況

　平成17年度　新卒者16名受験（定員20名）⇒16名合格
既卒者3名受験　　　　　　　⇒1名合格

◎就職状況

　平成17年度

	県名
	青森県
	岩手県
	秋田県
	東京都

	就職者数
	３
	１１
	１
	１


	分野
	身体障害
	老年期障害
	精神障害

	就職者数
	１５
	１
	０


　平成18年度

	県名
	青森県
	岩手県
	秋田県
	千葉県
	福島県
	未確定


	就職者数
	１
	２２
	３
	１
	２
	10（3名内定待ち）


	分野
	身体障害
	老年期障害
	精神障害

	就職者数
	１９
	３
	７


※卒業・国家試験の合否等の確定後、就職活動実施するという学生が増えてきている。

◎最近の学生

　読解力の低さ⇒Problem Based Leaming（問題基盤型学習）を導入

　　　　　　　　臨床場面での教科演習の実施

　　　　　　　　ロールプレイを用いた演習の実施

　学生が考える自身の到達度と、指導者側の考える到達度に大きな差がある⇒学生の自己評価表の導入

　欠席・遅刻・早退する学生数が増えた⇒意識付けのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ実施

【考察】

これまで数校の実習指導者会議に参加させて頂いているが、学校により大きな違いを感じる。

新設校では会議全体にまとまりのなさを感じ、指導方針の不明確さやゆるぎが感じられた。内容は、経営や学生育成の大変さについて語られる部分が多く、“今後とも宜しくお願いします”というメッセージのみが伝わってくるようなものであった。しかし、今回参加させていただいた学院は作業療法士養成校の中では古参である。これまでの経験や実績を踏まえ、実習の依頼のみではなく、実習指導を依頼する側に指導について考える機会を与え、また指導者側の視野・視点を広げてくれるような会議内容になっていた。



















C.E.O.





I.O.O.





A.O.M.








